
（
省
略
）

「
さ
あ
、
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
。
思
う
存
分
、
暴
れ
る
の
よ
ぉ
」

サ
ソ
リ
ー
ナ
の
声
に
応
え
る
よ
う
に
、
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
が
叫
ぶ
。

「
ワ
タ
シ
ヲ
ミ
ナ
イ
デ
ー
」

露
木
え
り
ん
を
素
体
と
し
た
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
は
、
丸
い
ボ
ー
ル
に

手
足
が
生
え
た
形
を
し
て
い
る
。
サ
ソ
リ
ー
ナ
が
、
え
り
ん
の
心
の

花
と
体
育
館
に
あ
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
合
体
さ
せ
た
た
め
だ
。

デ
ザ
ト
リ
ア
ン
が
右
腕
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
面
を
殴
り
つ
け
る
と
、

土
埃
が
舞
い
、
衝
撃
で
穴
が
開
く
。

「
ワ
タ
シ
ハ
コ
ワ
イ
ノ
ヨ
ー
」

ふ
た
た
び
、
今
度
は
左
腕
を
振
る
う
。

そ
の
拳
が
、
逃
げ
遅
れ
た
一
人
の
女
子
生
徒
の
頭
上
に
下
ろ
さ
れ

よ
う
と
し
た
時
。

「
そ
こ
ま
で
で
す
っ
」

凛
り
ん

と
し
た
、
キ
ュ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
ム
の
声
が
し
た
。
ブ
ロ
ッ
サ
ム
は

デ
ザ
ト
リ
ア
ン
の
拳
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
。

「
大
丈
夫
で
す
か
。
早
く
、
逃
げ
て
く
だ
さ
い
」

女
生
徒
は
礼
を
言
う
と
、
慌
て
て
走
り
だ
す
。
彼
女
の
行
く
先
を
、

キ
ュ
ア
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
が
誘
導
し
て
い
る
。

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
は
、
他
に
も
ま
だ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
残
っ
て
い
る
生

徒
た
ち
に
、
早
く
避
難
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
出
た
わ
ね
、
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
ッ
」

キ
ュ
ア
マ
リ
ン
が
、
力
強
い
声
と
と
も
に
体
ご
と
、
デ
ザ
ト
リ
ア

ン
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
。

「
マ
リ
ー
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
ッ
」

マ
リ
ン
の
両
手
が
、
鮮
や
か
な
水
色
に
輝
く
。
水
滴
状
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
波
が
塊
と
な
っ
て
、
マ
リ
ン
の
掌
底

し
ょ
う
て
い

ご
と
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
に
激

突
す
る
。

だ
が
、
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
の
体
は
少
し
ぐ
ら
つ
く
だ
け
で
、
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
に
は
な
ら
な
い
。

「
ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
よ
っ
」

そ
う
言
う
と
、
校
庭
に
立
ち
、
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
に
向
き
合
う
。

生
徒
た
ち
を
逃
が
し
た
ブ
ロ
ッ
サ
ム
と
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
も
、
そ
れ

に
並
ぶ
。

も
う
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
生
徒
の
姿
は
な
い
。

プ
リ
キ
ュ
ア
た
ち
が
、
逃
し
終
え
た
よ
う
だ
。

「
出
た
わ
ね
、
プ
リ
キ
ュ
ア
。
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
よ
ぉ
ん
」

サ
ソ
リ
ー
ナ
も
迎
え
撃
つ
態
勢
を
取
る
。

ブ
ロ
ッ
サ
ム
、
マ
リ
ン
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
三
人
の
プ
リ
キ
ュ
ア
、

そ
し
て
サ
ソ
リ
ー
ナ
と
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
が
対
峙

た

い

じ

す
る
。



し
か
し
─
─
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
は
、
何
処
だ
。

月
影
ゆ
り
は
高
等
部
に
い
る
。
異
変
に
ま
だ
気
が
つ
い
て
い
な
い

の
か
。
こ
れ
ほ
ど
の
騒
ぎ
だ
、
そ
れ
は
な
い
。

た
だ
彼
女
と
の
戦
い
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
。

あ
の
三
人
の
プ
リ
キ
ュ
ア
で
は
、
力
不
足
だ
。

「
あ
な
た
の
相
手
は
、
こ
の
私
よ
。
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
っ
」

好
敵
手
は
遅
れ
て
や
っ
て
く
る
も
の
だ
。

見
下
ろ
す
先
に
は
、
月
影
ゆ
り
が
い
る
。
私
を
見
上
げ
、
睨
み
、

叫
ん
だ
。

ま
だ
、
変
身
し
て
い
な
い
。

ゆ
り
が
、
欠
け
た
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
を
高
々
と
掲
げ
る
。

コ
コ
ロ
ポ
ッ
ト
に
満
ち
る
心
の
種
の
力
が
、
蒼
紫
の
光
と
な
り
、

外
に
溢

あ
ふ

れ
、
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
の
欠
け
た
部
分
を
補
う
。

種
は
円
と
な
り
、
真
の
姿
を
取
り
戻
す
。

「
プ
リ
キ
ュ
ア
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ハ
ー
ト
」

掛
け
声
と
と
も
に
、
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
を
コ
コ
ロ
ポ
ッ
ト
の
蓋
の

く
ぼ
み
に
入
れ
、
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
が
光
り
、
無
数
の
紫
の
薔
薇
の
花
と
と
も
に
、
ゆ
り

の
姿
を
包
み
込
む
。

「
月
光
に
冴
え
る
一
輪
の
花
、
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」

私
の
眼
下
に
、
彼
女
が
姿
を
現
す
。
我
が
ラ
イ
バ
ル
、
キ
ュ
ア
ム

ー
ン
ラ
イ
ト
が
。

「
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
は
、
私
が
引
き
受
け
る
わ
。
あ
な
た
達
は
、

デ
ザ
ト
リ
ア
ン
を
っ
」

他
の
三
人
の
プ
リ
キ
ュ
ア
に
指
示
を
出
す
や
い
な
や
、
地
面
を
蹴

り
上
げ
、
一
直
線
に
私
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
く
る
。

そ
の
姿
は
、
ま
さ
に
閃
光
の
よ
う
だ
。

夕
陽
の
中
に
あ
っ
て
尚
、
彼
女
は
青
く
鋭
い
一
筋
の
光
な
の
だ
。

「
待
っ
て
い
た
ぞ
、
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」

上
空
か
ら
襲
い
か
か
る
私
の
左
の
拳
と
、

「
み
ん
な
の
学
園
祭
の
準
備
を
邪
魔
す
る
な
ん
て
、
許
さ
な
い
っ
」

下
で
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
の
右
の

掌
て
の
ひ
ら

が
、

激
突
す
る
。

さ
あ
、
戦
い
の
始
ま
り
だ
。

（
以
下
、
省
略
）


